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宇宙科学・探査の推進体制の整理について

（独）宇宙航空研究開発機構の中期目標を達成するための計画（第3期中期計画）

「（JAXAの）探査部門と宇宙科学研究所（ISAS）でテーマが重なる部分に関しては、機構
内での科学的な取組について、これをISASの下で実施するなど、適切な体制により実
施する。」

上記計画に基づき、JAXAの探査部門（月・惑星探査プログラムグループ：JSPEC）
の機能を以下の通り見直す。

 平成26年度より、JSPECで実施してきたJSPECのワーキンググループ（WG)活動
を、ISASの工学委員会の下に一本化する（別紙－１）。

 なお、JSPECが所掌していた「理学研究」については、平成25年4月よりISASに一
元化を実施済み。

以上
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• 火星複合探査WG
• ソーラー電力セイルWG
• 小天体探査WG準備チーム
• 次期月探査計画検討WG準備チーム
• 再突入技術及び飛行実証の研究開発

ＷＧ準備チーム

JSPECでのWG活動

(関連する２６年度のWG)※
• 火星大気散逸探査検討WG
• 次期火星探査(オービター）WG
• 月内部構造探査WG

宇宙理学委員会

宇宙工学委員会
(関連する２６年度のWG)
• ソーラーセイル実験探査機WG
• 月惑星表面探査技術WG
• 火星探査航空機WG
• 国際共同サンプルリターンWG
• 小型月着陸実験機WG

JSPECで実施してきた以下の工学系のWG活動については廃止、26年度
以降は宇宙工学委員会に提案、または活動中のWG活動に統合する。

（別紙ｰ１） 26年度以降のJSPECのWG活動について

H25年度 H26年度以降

廃止

ISAS

※ JSPECの理学研究は平成25年4月
よりISAS理学委員会に統合済み。

提案・統合


